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ネパール・カリガンダキ川中流域における段丘面の分布と堆積過程
Distribution and its sedimentary process of river terrace deposits along the middle Kali-
gandaki, central Nepal
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チベット高原からヒマラヤを縦断しインド平原へと流れる河川であるカリガンダキ川の中流域には，現河床との比高
が 300ｍを超す大規模な河成段丘が存在する．ヒマラヤを流れる河川の段丘の発達には大規模斜面崩壊や氷河湖決壊洪
水といった破局的イベントが強く影響しているといった報告があり（Takada,1992. Schwanghart et al,2014），カリガンダ
キ川中流域の段丘についても氷河湖決壊洪水堆積物であるとの主張もされている（Yoshida & Upreti, 2014）．しかし，カ
リガンダキ中流域の段丘面に関する先行研究である Sharma (1980)や Yamanaka（1982）は段丘の地形分類を中心として
いる.そのため，段丘構成物の堆積学的な記載が不十分であり，その堆積過程も検討されていない．また，段丘面の区分・
対比は主に航空写真判読に基づいているため，標高精度が低く検討の余地がある．そこで，本研究では，カリガンダキ
川中流域の段丘面の堆積過程とその起源を解明する一歩としてカリガンダキ川の中流域（ベニ?ファレバス）の段丘面の
再分類と，段丘構成層の堆積学的記載をおこなった．その結果として，以下の３点が明らかになった．
１）野外での GPS測定と GISによる地形断面作成から従来の段丘面区分を改訂し,その高度から同時間面と考えられ

る段丘面の対比をおこなった．
２）単一の礫層と記載されてきた段丘構成層の層相が少なくとも 6つに細区分でき，その中には通常時の河川流堆積

物とは異なる土石流，泥流のようなイベント性の高密度流堆積物が含まれることを明らかにした．
３）カリガンダキ川本流と支流との合流点では構成層の側方変化が認められることから，本流の堆積量の急激な増加

が示唆される．
以上より，本研究地域の段丘面の構成物は急激に堆積した高密度流堆積物を含みその堆積過程には氷河湖決壊洪水が

関与した可能性が高い．今後は，この高密度流堆積物に注目してその詳細な堆積過程，起源，および堆積年代を検討し
ていく．
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